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鳥 取 県 日 野 地 区 連 携 ・ 共 同 協 議 会

このページは、日南町、日野町、江府町、日野総合事務所が連携・共同して情報発信しています。（鳥取県
日野地区連携・共同協議会実施事業）今回は、国際まんが博の取り組みについてご紹介します

２０１２年、鳥取県は
まんがやアニメでアツい！

　

ま
ん
が
は
、
楽
し
く
、
夢
が
あ
り
、
い

ま
や
日
本
発
の
世
界
的
な
ポ
ッ
プ
カ
ル

チ
ャ
ー
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
鳥
取
県
は
「
ゲ
ゲ
ゲ
の
鬼
太
郎
」

の
水
木
し
げ
る
先
生
、「
遥
か
な
町
へ
」

の
谷
口
ジ
ロ
ー
先
生
、「
名
探
偵
コ
ナ
ン
」

の
青
山
剛
昌
先
生
を
は
じ
め
、
著
名
な
ま

ん
が
家
が
多
く
輩
出
さ
れ
て
い
る
地
域
で

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
鳥
取
県
で
は
ま
ん
が
を
地

域
固
有
の
観
光
資
源
と
捉
え
、
ま
ん
が
を

テ
ー
マ
と
し
た
観
光
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
中
、
今
年
11

月
に
、
米
子
で
ま
ん
が
を
テ
ー
マ
に
し
た

国
際
会
議
「
国
際
マ
ン
ガ
サ
ミ
ッ
ト
」
が

開
催
さ
れ
る
の
を
機
に
、平
成
24
年
を「
ま

ん
が
王
国
と
っ
と
り
建
国
イ
ヤ
ー
」
と
位

置
づ
け
、
ま
ん
が
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り

に
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

県
内
有
数
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
大

成
功
し
て
い
る
境
港
市
の
水
木
し
げ
る

ロ
ー
ド
。
こ
の
例
か
ら
も
、
ま
ん
が
に
は

い
ろ
い
ろ
な
面
で
の
可
能
性
が
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

例
え
ば
、

● 

ま
ん
が
や
ア
ニ
メ
を
テ
ー
マ
と
し
た

イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ッ
ト
に
国
内
外
か
ら
多

く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。【
観
光
振
興
面
】

● 

わ
か
り
や
す
い
伝
達
手
段
と
し
て
ま

ん
が
や
ア
ニ
メ
を
活
用
す
る
。【
効
果
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
面
】

● 

ま
ん
が
や
ア
ニ
メ
を
活
用
し
た
産
業

が
生
ま
れ
雇
用
に
つ
な
が
る
。【
産
業
振

興
・
雇
用
創
出
面
】

● 

ま
ん
が
や
ア
ニ
メ
を
通
じ
て
若
者
が

地
域
に
誇
り
を
持
ち
、
愛
着
を
感
じ
る
。

【
教
育
・
文
化
振
興
面
】

な
ど
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
ま
ん
が
や
ア
ニ
メ
の
持
っ

て
い
る
可
能
性
を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、

県
民
の
方
は
も
と
よ
り
全
国
、
海
外
か
ら

多
く
の
人
に
鳥
取
に
来
て
、
ま
ん
が
や
ア

ニ
メ
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
市

町
村
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て

「
国
際
ま
ん
が
博
」
を
開
き
ま
す
。

　

開
催
期
間
は
、
8
月
4
日
か
ら
11
月
25

日
ま
で
の
１
１
４
日
間
。
県
内
全
域
で
、

ま
ん
が
・
ア
ニ
メ
・
コ
ス
プ
レ
・
ア
ニ
メ

ソ
ン
グ
な
ど
、
ま
ん
が
に
か
か
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
の
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
す
。

　

こ
こ
日
野
郡
で
も
ま
ん
が
や
ア
ニ
メ
に

親
し
む
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
参
加
し
て
盛
り
上
が
り
ま
し
ょ
う
。

（
江
府
町
の
イ
ベ
ン
ト
は
終
了
し
て
い
ま

す
。）

江
府
町
で
の
イ
ベ
ン
ト

ま
ん
が
王
国
と
っ
と
り
の
建
国

ま
ん
が
や
ア
ニ
メ
の
持
つ
可
能
性

国
際
ま
ん
が
博
で
盛
り
上
が
ろ
う

江
尾
十
七
夜
が「
ま
ん
が
」

　
　と
共
演
し
ま
し
た
！

　今
年
の
江
尾
十
七
夜
を
宣
伝
す
る
ポ
ス
タ
ー

に
は
、
浴
衣
を
着
た
女
の
子
が
ま
ん
が
調
で
描

か
れ
て
お
り
「
か
わ
い
い
！
」
と
大
好
評
で
し

た
。
ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
で
使
用
し
た
う
ち
わ
に

は
、
米
子
松
陰
高
校
ア
ー
ト
コ
ー
ス
科
の
生
徒

が
描
い
た
ま
ん
が
イ
ラ
ス
ト
を
入
れ
ま
し
た
。

　五
百
年
の
伝
統
を
持
つ
歴
史
文
化
行
事
『
江

尾
十
七
夜
』
と
新
時
代
を
代
表
す
る
文
化
『
ま

ん
が
』
の
共
演
で
、
い
つ
も
と
ひ
と
味
違
っ
た

江
尾
十
七
夜
の
宣
伝
を
行
い
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】
江
府
町
役
場
産
業
振
興
課

　
　
　
　
　
　
（
電
話
75
‐
３
２
２
２
）

▶
黒
地
に
赤
で
「
江
尾
十
七
夜
」
の
文
字
。
さ
わ
や
か
な

水
色
の
浴
衣
を
着
た
女
の
子
の
イ
ラ
ス
ト
が
大
き
く
描
か

れ
て
い
ま
す
。
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日
野
地
区
連
携
・
共
同
協
議
会
事
務
局
【
日
野
総
合
事
務
所
県
民
局
内
】（
電
話
72
‐
２
０
８
３
）

問
合
せ

海
外
で
も
高
い
評
価
を
受
け
た
、
日
野
町
根
雨
出
身
の
洋
画
家

　日
野
町
根
雨
出
身
の
木
山
義
喬
は
国

内
外
で
も
高
い
評
価
を
受
け
た
洋
画

家
。
ア
メ
リ
カ
で
の
経
験
を
基
に
描
い

た
「
漫
画
四
人
書
生
」
の
作
者
と
し
て

も
知
ら
れ
る
彼
は
、
故
郷
根
雨
で
教
鞭

を
と
る
か
た
わ
ら
、
近
所
の
人
々
を
生

き
生
き
と
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
き
ま
し

た
。　「ヘ

ン
リ
ー
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ

た
彼
の
風
刺
画
を
中
心
に
「
漫
画
四
人

書
生
」
を
は
じ
め
、
小
早
川
秋
聲
ら
、

同
時
代
の
郷
土
画
家
の
作
品
も
展
示

し
、
そ
の
足
跡
を
し
の
び
ま
す
。

時
間
：
午
前
9
時
～
午
後
6
時

場
所
：
町
文
化
セ
ン
タ
ー

日
本
文
化
研
究
家

フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
シ
ョ
ッ
ト
氏

講
演
会

場
所
：
日
野
町
文
化
セ
ン
タ
ー

「
海
を
越
え
た
漫
画
家

　
　
　
　
　木
山
義
喬
（
仮
）」

日
南
町
で
の
イ
ベ
ン
ト

日
野
町
で
の
イ
ベ
ン
ト

と
な
り
の
ヘ
ン
リ
ー

　木
山
義
喬
展

10/30（火）

11/3（土）

～

10/13（土）

10/21（日）
～

み
ん
な
集
ま
れ

ア
ニ
メ
空
間
に
ち
な
ん
タ
ウ
ン

【
問
合
せ
】
町
文
化
セ
ン
タ
ー
（
電
話
72
‐
１
３
０
０
）

11
月
3
日
（
土
）

入
場
無
料

入
場
無
料

フ
ァ
ン
必
見
！
機
動
戦
士
ガ
ン
ダ
ム
の
映
画
上
映
会
や
初
公
開
資
料

の
数
々
を
一
堂
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

場
所
：
日
南
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
、
日
南
町
美
術
館

11/9（金）

11/18（日）

～

漫
画
家

　川
崎
三
枝
子
原
画
展

入
場
無
料

女
性
劇
画
作
家
の
先
駆
け
と
な
っ
た
、
川
崎
三
枝
子
先
生
（
日
南
町

出
身
）
の
原
画
を
展
示
。
本
邦
初
公
開
の
大
人
の
展
示
会
で
す
。

場
所
：
日
南
町
美
術
館

【
問
合
せ
】
日
南
町
ま
ん
が
関
連
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
（
日
南
町
役
場
企
画
課
内
（
電
話
82
‐
０
１
１
5
）

国際マンガサミット鳥取大会
イメージキャラクターの紹介

マミット
マンガとサミットとトットリ
を見事に合体させた名前です

マンガサミット実行委員の里中満
智子先生による描き下ろしキャラ
クター。頭の先っぽにペン先、服
はマンガのページという、まんが
がモチーフのデザイン。鳥取県を
鳥に見立て、背中には羽根が生え
ています。


